
叙勲・旭日単光章を受章

↑川添健町長に受章の報告に訪れた井手さん

　６月 20 日、萩之牟礼集落の井手初さんに、

長年にわたる農業振興と発展に貢献された功

績を賛え旭日単光章が贈られ、北薩地域振興

局の池田賢一農林水産部長から本人へ伝達さ

れました。

　同氏は、昭和 44 年７月から平成 22 年 3

月までの 13 期 40 年８カ月にわたり長島町

農業委員会委員として在職されました。この

間、同会会長や交換分合の換地委員長、県営

畑地帯事業推進委員などの要職を歴任し、地

域の農業構造改善の推進に活躍されました。

本町の基幹産業であるばれいしょについても

同氏がいち早く取り入れ、普及拡大に努力す

るとともに、農家の経営規模拡大と経営安定

に尽力されました。
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全国大会に出場が決まったチームメンバーの永田康
夫さん（左）、中村文俊さん（中央）、宮脇祐二さん（右）
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